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FSH.第13回日本霊長規学会大会(1997年7

月､札幌).霊長類研究 13(3):280.
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辻伝子情報分野

竹中 修 ･景山 節 ･中村 伸 ･浅岡一雄

く研究概要)

A)DNA分析による霊長類の系統解析

竹中修 ･リナ･H･ステイヤジl)･川本咲江2)

ミトコンドリアDNAには進化速度を異にする

街域があり､群内の個体差の検出から種間系統関

係まで､対象の霊長頬のどの側面を解析するかに

より使い分けることが可能である｡チトクローム

b遺伝子の解析によるスラウェシマカク7種およ

びカリマンタン､スマトラ島のブタオザルを含め

それらの系統関係の解析を進めている｡

また94,95年度の海外学術調査による中部ス
ラウェシのトンケアナとへツキの雑種形成地帯の

計7群の試料について.ミトコンドリアD-Loop

領域のPCR増幅一本鎖DNA調製法による塩基

配列決定比較を開始した｡

B)霊長規Y染色体DNAの進化

ユー･スンスク3)･竹中 修

高等霊長較特にホミノイドの各種はその繁殖構

造に差異があり､性的二型,造指能力も様々であ

る｡そこでY染色体DNAに注目し分析を行って

きた｡ニホンザルの発達加齢に伴う精巣特異発現

遺伝子(mRNA)を､ディファレンシャルディスプ

レイ法により検討し､ 3才と31才の個体で多くの

異なる発現遺伝子を観測した｡それらの塩基配列

の決定と､同一個体の繁殖期.非繁殖期での発現

遺伝子をバイオプシー法で調べる予定である｡

C)アスパラギン酸プロテアーゼの構造 ･機能 ･

進化

景山 節

サブスタンスP､ベータエンドルフィンを基質

としたカテプシンEの高感度測定法を開発し､サ

ル､ラットやどの組織での測定に応用した｡サル

ではカテプシンEが腸管､骨髄などに多く分布し

平滑筋収縮などとの関連が示唆された｡

また､遺伝子工学的に生産した回虫インヒビタ

-を用いて､カテプシンEとの相互作用を解析し

た｡インヒビターは酵素に強い結合能を示し､等

濃度で完全に阻害した｡インヒビター表面の特定

のリシン残基がこの結合に関与していることが明

らかになり､ペプシノゲンの活性化ペプチドと同

じ結合方式と推定された｡

D)霊長類の止血､免疫機構

中村 伸

バイオメディカルな視点から霊長短の止血一凝固

反応および免疫-IgE産生応答に関する研究を進め

ている｡

組織Eq子 (TissueFactor､TF)は血液凝固反応

系の開始因子であるが､昨年度は止血一凝固反応と

は異なる新機能として､TFの受容体機能を見出

した｡今年度は､脳その他組織でのTF発現なら

びに種々体液のTF抗原量を検討して､TFの多機

能性とその生理的意義を解析した (菊池有純4),

平井百合子5)ちとの共同研究)｡

IgE産生異常が要因となるアレルギー実験モデ

ルとして､アカゲザルのダニアレルギーモデルを

作出し､そのアレルギー反応性を検討した (安江

正明4)らとの共同研究)｡また､T-細胞エピトープ

を利用した脱感作機序を解析するために､スギ花

粉症ニホンザルモデルのリンパ球と合成スギ花粉

ペプチドとの反応性を調べた (山地蛙人4)らとの

共同研究)｡

1)日本学術振興会論博研究員 2)技術補佐員

3)研修員 4)受託研究員 5)研究支援推進員
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E)霊長放特異群衆の解析

浅岡一班

ニホンザルの薬物代謝酵素とカルシウム関連酵

新を研究した｡薬物代謝酵素P450においてサル

の2D酵素の立体選択性および阻古根榔 こおける

特徴をラット､ヒトと比較し研究した.現塊物21

で誘準される事が知られる薬物代謝酵素を野生サ

ルの械詣で調べてサルの環境汚染状況をモニター

した｡カルシウム関連酵素としてサル筋肉におけ

るカルシウム活性化蛋白質分解酵素を精製して分

子性状や抗原性を示す構造をヒト､ラピッ.ト ラ

ットと比較研究した｡

く研究業攻)
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佐藤哲男.浅岡一雄 (1998)霊長類肝による

β遮断薬酸化反応の立体選択性について｡第39

回生化学会中国 ･四国支部例会 (1998年3月.

徳島).講演要旨集p.24.

二ホンザル野外観察施設
大洋秀行 (施設長 ･兼) ･束 滋l)･

渡過邦夫 ･足揮貞成2)

本施設の運営は上記3教官のほか,鈴木晃 ･山

極専一によって進められた｡平成 9年度の各ス

チ-ションの状況は次の通りであるこ

1.寺島観察所

幸島の群れは昭和23年以来の蓄積されたff料を

もとに､野外観察施設の中では独自の位密を占め

ている｡主群のボス､ノソは30才になったが､今

年も健在でその地位を保っている｡記録的に出産

の多かった昨年の反動もあったのだろうが､今年

は出産が5頭 (オス3,メス2)のみであり､死

亡個体もわずかに2頭だったため,安定した1年

であった｡また近年は島との間にできた船だまり

の方に砂がたまるようになったせいか､島が地続

きになることも､やや少なくなってきている.た

だ今年もツグミなどの冬鳥が少なく､全島的に春

先まで木の実が豊富であったので､このままいけ

ばまた来年度には多数の出産が見込まれている｡

平成10年3月の時点での島内の個体数は,マキグ

ループ約10頭を含め93頭である｡

文化庁の指導の下 ｢幸島猿生息地保班対策検討

委員会｣が定期的に集まりをもち.事由の保全策

や整備､今後の研究所施設予算削減をにらんだ対

応などが議論されている｡今後の検討を経て､文

化庁などに改善策をはたらきかけることになろ

う｡今年度は､森によるマキグループのグルービ

ングのあり方や栄養条件とメスの性皮腫脹の関

係.栗田博之による子供の性による死亡率の追い

などについての研究が行われた｡また例年夏に学

生実習が行われてきたが､大学院の制度変更等に

より学生増が見込まれているため､実習方法の再

検討が必要になってきている｡

2.下北研究林

1997年12月の一斉調査は､足浮が1973年に下

北に常駐するようになって以来初めて､全く積雪

のない条件下で行われた｡そのため足跡を利用し
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